
   2022年度（令和4年度) 活動報告

【　テーマ　 】

１．年間目標

２．活動状況

 こども 部会  

・関係機関で情報共有を行い、課題や検討事項について協議する。

・第2期障害児福祉計画に基づき、成果目標の達成を目指して協議する。

齋藤　龍

事務局 坂下　亜希子

部会長 中澤　要翠 けいあいフレンズ

副部会長 児玉　昌也 まごころ千曲

臼井　沙也香 千曲市福祉課

千曲･坂城基幹相談支援センター

障がいのある子どもとその家族が笑顔で暮らせる地域づくりを目的として、関係者のネット

ワークの構築を図り、情報を共有しながら課題検討を行う。

5月25日 WEB会議 22

・昨年度の振り返りと今年度の方向性について。

・研修内容についてのアンケートを実施。

千曲市

ふれあい福祉

センター会議

室5

25

・アンケートに基づき「保育所等訪問事業を理解するための

リーフレット」作成のためのグループワークを実施。

・放課後等デイサービス事業所説明会について開催を検討。

・プチ勉強会「けいあい地域子育て支援相談室」より児童家庭

支援センター事業について

12月14日
WEB会議

25

・亀井智泉氏をお呼びし、「講演『かんたき』って？～医療的

ケア児を中心に地域をつなぐ～」を実施。医療的ケア児支援セ

ンターの歩みと支援の現状、成人移行期を見据えた共生型サー

ビス等についてご講演いただく。

・日常生活用具(人工呼吸器バッテリー等)の給付について千曲

市、坂城町へ要望をしていくことで方向性を確認。

9月14日 WEB会議 27

・「保育所等訪問事業を理解するためのリーフレット」作成に

ついて、意見を基に素案を作成。部会員に共有。

・医療的ケア児等の支援について「医療的ケア児等の支援につ

いて検討会」8/8第一回開催の報告。医療的ケア児の受け入れを

行っている事業所の状況と課題について。

・放課後デイサービス事業所説明会について、開催方法の検討

・児童発達支援事業対象児童の状況について　空き待ちの待機

児童の状況を報告。

日時 会場 人数 主な内容

坂城町福祉健康課

7月13日

2月8日

千曲市ふれあ

い福祉セン

ター会議室5

22
・令和5年度部会長および副部会長について

・令和4年度活動報告及び、令和5年度活動計画案について

こども部会 



   2022年度（令和4年度) 活動報告

３．総括

○検討した課題

・障害児福祉計画について

　次年度が第２次障害児福祉計画の最終年度となるため、目標達成に向け引き続き検討を進めるとと

もに、当計画の評価と次期計画の策定に向けて協議を行う。重点課題である「保育所等訪問支援」に

ついては、リーフレットの運用を行いニーズの把握を進めていきたい。「重度心身障がい児支援」に

ついては、来年度事業所の拡充を進めるべく、千曲市、坂城町に協力を要請し、支援体制の構築を進

めていく。

・医療的ケア児の協議の場について

　「医療的ケア児等委員会」として次年度4月より運用を進めていく。こども部会と連動しながら医療

的ケア児等に関わる方のつながる場や地域の課題を整理する場として活動していく。

・地域課題等の検討/課題解決について

　当部会から課題がある場合には地域連絡会に挙げていくようにする。地域連絡会から課題が上げら

れた際には、優先順位をつけて協議を進めていく。

・研修会（勉強会）について

　福祉関係者等のスキルアップのため、地域の課題やニーズに沿った研修会の開催や他で開催の研修

についての情報提供をする。

・日常生活用具(人工呼吸器バッテリー等)の給付について

　今年度いただいた要望を元に千曲市、坂城町で対応していく。

・障害児福祉計画について

　昨年に引き続き以下の二点につき、検討を行った。

　①「保育所等訪問支援」が利用できる場の体制構築

制度理解を進めるとともに、ニーズを把握するためのリーフレット作成に向け内容の検討を行った。

グループワークを通じて部会員の意見を集め、素案を作成。

　②「重度心身障がい児」支援について

人員配置基準、事業所関係機関からの現状や課題について情報共有を行った。今年度協議結果を踏ま

え、引き続き児童発達支援事業所及び放課後デイサービス事業所の確保と支援の充実に注力してい

く。

・医療的ケア児の協議の場について

　3回にわたり関係者で検討会を実施し、医療的ケア児を受け入れている事業所の状況や課題を共有。

地域の課題をすいあげる場が必要との結論より令和5年度から協議の場を設置していく方向となった。

・地域連絡会等から挙げられた地域課題等の検討/課題解決について

　今年度、地域連絡会からおりてきた検討課題はなかった。

・研修会（勉強会）について

　部会員にアンケートの調査を行い、希望により長野県医療ケア児等支援センター　副所長　亀井

智泉氏による『「かんたき」って？医療的ケア児を中心に地域をつなぐ～』を開催した。

・日常生活用具(人工呼吸器バッテリー等)の給付について

　人工呼吸器等をお使いの方が災害時に使用できるバッテリーを日常生活用具として支給できるよう

な体制の整備について協議した。千曲市、坂城町へ要望をしていくことで方向性を確認。

○次年度に向けて

こども部会 


